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1.御嶽宿地域景観等整備指針の理念 

 
 
 
 
 
 
 

御嶽宿景観形成の目的 

●御嶽宿の景観形成は誰のために…?  

「御嶽宿」は、江戸時代の主要街道「中山道」49番目の宿場町として設置され、江戸と京都を結ぶ主要街道の重要な拠点として人々が往来

するとともに、荷物の輸送や情報文化が行き交う場所として大きな賑わいをみせました。しかし、現在ではその面影は薄れ、賑わいもみられ

なくなっています。 

御嵩町ではこうした地域の資源を生かし、特色を生かしたまちづくりをすすめるため、平成18年度には「御嵩町第四次総合計画」のなか

で町の将来像を「ひと・みどり・ものづくり いきいき十字路タウンみたけ」とし、御嶽宿の再生を基礎にまちづくりをおこなっていくこと

を定めました。 

この総合計画を受け、平成20年度には「御嶽宿地域再生構想」を策定するとともに具体的な取り組みを行なっていくため、地域の皆さん、

活動団体、商工会、観光協会、地元高校生、大学生、岐阜県などの方々にご参加いただき、７回にわたり「御嶽宿地域景観等整備指針づくり

懇談会」を開催し、御嶽宿の景観についての指針づくりをすすめてきました。 

御嶽宿は、古くから御嵩町の歴史のなかで育まれ受け継がれてきたものであり、御嶽宿の景観を維持し、また活用していくことは「御嶽宿

内で生活する住民のみなさん」「御嵩町民」「通学(高校生)・通勤者」「来街者」など、御嶽宿に関わるすべてのみなさんのためのものです。 

●宿場町の役割とは？   ①住民にとって御嶽宿は… 

 

 

②旅人や往来者にとって御嶽宿は… 

休む・泊まる・憩う・英気を養う・食べ

る・必要なものを賄う・情報を得る・安

心・道標(道しるべ)                      

働く・生活必需品の購入・交流する(文化・情報) 

 
 
 
                            

 
   
 
 

御嶽宿地域景観等整備指針づくり懇談会≒住民のみなさんの直接的な想い 

もっとも多く用いられた言葉＝『おもてなし』 

『おもてなし』とは、人々の心根・心意気であり、迎え入れる側の「歓待」「待遇」

を意味します。具体的には、例えば「御馳走」でのおもてなしなど、田畑や山の恵みな

どの恩恵を受けて、宿場の人々が旅人や往来者を安全に迎え入れ、疲れを癒し、再び送

り出すという宿場の機能を表現する言葉といえます。 

景観法第二条(抜粋)  
 
（基本理念） 
第二条 良好な景観は、… 

２ 良好な景観は、地域の自然、歴史、文化

等と人々の生活、経済活動等との調和により

形成されるものであるこ…… 

 

３ 良好な景観は、地域の固有の特性と密接

に関連するものであることにかんがみ、地域

住民の意向を踏まえ、…… 

 

４ ……、地域の活性化に資するよう、地方

公共団体、事業者及び住民により、その形成

に向けて一体的な取組がなされなければな

らない。 

 

５ 良好な景観の形成は、現にある良好な景

観を保全することのみならず、新たに良好な

景観を創出することを含む…… 
場所・地域 

御嵩町第四次総合計画における位置づけ 

●御嶽宿の景観形成の理念を 

『もてなしの心根と心意気を持つ人がいる風景』とする 

  

「御嶽宿地域景観等整備指針づくり懇談会」において、最も多用された

言葉は『もてなし』でした。 

『もてなしの心』は、御嵩町の原点の一つでもある中山道御嶽宿が宿場

町としての役割を果たす上で、当時の御嵩の集落に関わる全ての人々の行

動原理として育まれ、時代を経てなお連綿と現御嵩町民に受け継がれてき

たものといえます。さらに、御嶽宿のまち並み景観が『行きかい、集う人々

とまち並みの空間が織り成す往時の雰囲気を感じさせる町並み』として形

成されることが、御嶽宿・御嵩町の活性化を促す上で極めて重要な要件と

なります。  




